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中 lr) に l'尺食恒Ji原と［ ＼う育名な訓えかある 十打はヤいにも崎閏団の事惰局 として

こ 0)十放叶間、陪砂J店日に閃する計学的研究応深く閏与してきたため、この乱1［え（こ強

い閃心を記くよっになった，そしてし＼つしか医食 1吋屈と l ＼う中国医学のこ業か且に入

ると筆者の順脳ば且1]座に反応し区食同訓［の食の一文字上か打ら消さ机、代わりに色の文

字かi，ーかんて「医色同加」と変化するようになったぐそれ行、色と区との関係か筆者

の の中て大き以閏題として印象つけら たのである

そこて、争者は先す色なる文字の生い立ちを凋へてみた．1 文献によると賢明な中囚

人か炎知を結雙して造り出した夢多き傑作の一文字てあることか判明した：，ごうまで

もなく色は象形文‘i'.：てある 男女か絡み合った―ム人の姿を巧妙に筒素化した窓味深の

ー文字なのてある たから男女閏係を「色こと＿というのてあろうか。

行する男を指していることか容易に罪解

されてくるのてある。このように男女関係から生ま机た怠味深な「色こと」の色か何

故太陽の光の色という国に、巳ことの色とは全く累なった五味に使用されるようになっ

それはし＼つ坦か、色につし＼ては究明した［以間か非常に多し］

ところて、この池詠 I．．に仔在する動植詞の殆とすへてか太陽より計り知紅なしヽ光の

忍恵を受けて｛ ＼ることは、間追し｀［し＼ c, --•例なから四下． Cり移り

色男とは精））的に人並みはすれた這しさ

たしうか。

わりとき一日の日の

長さか急に長くtよると、一般に太陽より」・三ける）＇しの星か非常に多くtよってくるしうする

と聞乳頷はまるて連命つけられているかのように一斉に繁グ直店動を起こすことなとは

まことに小忌議な自然の現象てある抑泌と，［わざるを行ばい（

この現象について特に注 H すへきは、太陽の光の中の赤色光か哺乳頷の繁夕直行勁を

決定づけていることてある「
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つまり太陽の光の の し｛色か、牛命（し＼のち）の誕牛にし＼か［こ深くかか り合っ

ているかということてあるっ

これは、太陽の光の代りに、電灯に赤いセ 0 ファンをかふせ、家畜群に長時間照射

することて、すへての家畜か季節の別を問わす一斉に、繁殖行動を起すことか丈祉さ

れて l~ ＼るのである（万

このようにその光かたとえ入互的てあっても哺乳類はばす術もなく、これを自然の

担1ー用として受けとめ、繁殖凸動を起すのてあるー：i-1．者は長い「』］、多くの動物は一般に

寒 l'冬がより急に既か［ ＼春になると繁鱈行動を始めるものとはかり叫貯してし＼たか、

そうてはなし＼らし 1aヽ＼J -日の I」の長さか、且くなってくると必然的に ll庸乳類は太陽の

尤の中の赤い巳を長此聞照射されることになり、この亦 l ヽ色か哺乳姐に｝窓く作用して＇·

生殖懐能を日党めさせるという自然の巧妙な仕組みについては驚咬せさるを得な 1! \<•, 

人間は、この不思議な自然の仕組みを逆手にとって、人為的に赤い光の畠を調節する

ことにより、動物の産卵や繁殖をい由にコントロールして人間に役立てているという

のである。 {l1] と罪深いことか、哀れでならない。

さて、当け団か昭和61年、色ことの色麟らぬ亨木染の色について科学的研究を開始

したコ初のことであるか、睾者にとっては今尚忘れることか出来ない思い出かある（）

それは、当研究所か研究対象にしてし＼る染詞梢物のすべてか、漢方薬そのものてある

という思いもよらない認識を得たことてある。薬草店か即染判植物店なのてある。 こ

れ程びっくり仰天したことはない3

このようなことから平成 7 年、造郡］ 200年を況福する京都市の様々な記念行事に参

j][lする意味合いで、平安叫砕代の染料植物を植該する1_ミニ染料植物図」を新設する

ことにした。また同時にその先駆けとして―当ミニ業料柏物園＿の知名度を高め、 且

つ染色研究に資するための として行名な

ホル檀物として育てることにした。

を選択しこれをLJ玉商品ならぬシン

それは、かって H 本の山野一婚に日生していた
丁

こオ］を甦らしめ日本一の規憶にオ広大育成することてあった，］

かし残念にも［むらさき＿はすでに日ノドの［］］十から完全に姿を消していたのてある。

らさき」てある。 し

、「は、諦めてし＼たとき、ふっと珀に浮かんたのか薬章店即染料店という認識てあった勺

幸いにも武田薬品の薬草閲園から百重な「むらさき」の種子を分与していたたくこ

このような特別の叶らし叶よ汀財団の公共性か高く評仙されたためと心か

ら感謝中し卜りている。このように「むらさきーか日本の国上から完全に消減したの

は、やはり日本人の無知からくる節度のなさてあろう。反省しなけれはならないとこ

とになった c,

ろてある。

2
 



加えて、昨分における地球の温暖化か むらさき」の人上育成を囚難にせしめてし＼

る事も大きな肛囚の＾つてある。かかる悪条件のなか、職員—ー同のひたむきな'|出熱か

不可能を可能［こせしめ、立派な「むらさき農園ーを誕生せしめることかてきた。正に

奇闘てあるこ，またこの奇跡か人を呼ひ培jJnする」方の見学者から閃 1l Iぃ］音に 日本ー→

の坦閃」との宜賛の声かととけられたのてある。

以上のよう筐紅過をたとり筆者は 1矢色応原の四文’i9上から、もし＼つしか次のような出界

をおほろけに夢見るようになったc9 その直按の動機はやかて人類ぱ核爆免ぢらぬ叡細

なウイルスによって畏滅されてしまうとし＼う情報を宣古か杓散する 1矢掌古より耳にし

たことてあったJ

「最近まて ＼にも人類は病に打ち勝ってきた、西欧文明の科学の力をもってウィ

ルスを克服してきたか、｀その｝］もいよいよ限界に心してきた。次から次へと強｛，＼力を

傭えて再登場してくる祈刑の感企性のウイルスにはさすかの区学者もお『 I：けの状態

にある。こ机以上は手の施しようかないというわけである。従って人類はウイルスに

よって威亡され、その後の地球を支配する勝行は白然に生きる動物またはウイルスと

いうことになる」という内容であった。大きなショックを受けた。とり急き荻々人煩

は薬の毒性を逆用して病気を治療する従来型の西浮灰学を微底的に再検討する必要か

ある c 場合によっては今一つの区学、漢方区学を核とする新しい医学を確立しなけれ

はならなしぃ西欧思想から、、日然を専屯する東洋思想を核とする新しい思患への移行

てある。東芹思想は自然を杓王：しウイルスと共仔する世界てある 0 然るに自然の光

(7 手軍類の色）と、、ウイルスとの関係、兼びに人類と光（色）、更に動物とウイルスと

の関係は末た完全／ド透明な状態にある。この関係を一刻も旱く解明することが先決て

ある。

自然は、例外として人間にのみ、考える力を授けてきたか、不運にもこれか褐して、

人間によって日然は次々と破壊さオし、遂に地球存在の危機か叫はれるようになってき

た 93 そこで大日然はやむなく人間を日然淘汰の対象として考えるようになってきたの

てはないかと見ることも出来る。

西欧における高齢者かど齢化すれはする程、赤くカラフルな衣服を着用するという

風習や日本における父の遠暦の H に赤パッチなとの赤色の下着類を削り祝福するとい

う風苔は共にと後の病賃に対する配應てあり、ひょっとしたら赤い巳か功を奏するの

てはないかとの動物的直感から生まれた文化てあり、素晴らしい思いやりの風習ては

なしヽかと思う。

これに対し自然因に存在しない純白色や純黒色を下着、特に肌着として着用する現

ー、.
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代的な考え方は問過っているとの説もある（うこの訟は、あらゆる動植物か自然の中て

自然の定めに文配されて生かされていると共に人間自体か自然そのものてあるとの批

界観から生まれた虚てあると筆者は受けとめてしヽるものてある e,

人類は占く神代の時代から衣服をまとってきた。またその衣服の素材と染色の色は

すへて自然界に仔在するものてあると同時に、その日的は寒さをしのき身体を防すと

いう」＾大目的に限られてきたか近年に全りその日的に大きな変化か生してきた，つ現在

ては世界をリードするハリーファッションも太陽の光の中に仔在しなし＼色。純白と純

烹か主点をなしてし＼る（］軍者は太陽のもとてい然に牛かされている人類か、日然岩に

存在しない化学繊維や化学企料、さらに日然界に存在しない純白の下着肌着を陪用す

ることは日然の否定につなかるのてはないかと考えている。太陽）！しや薬草の色を人体

から完全にシャットアウトすることはまるて賠やみの世界て化きるよらなものてあり、

これ禾旱大きな問題はなし＼。

このような自慇界に仔在しない純白や純黒の乱用か現代病の元凶になっているのて

はないかと深い疑念をいたくものである。

そこて、 卜試出の衣服着用の日的の一つに健康衣料という考え）jを庄着せしめ店気と

の閃係を専門的に、より早くより具体的に究明する必要かあるのてはないだろうか。

視点を投えれは多くの哺乳類は人類の衣服の代わりに体毛を持っているか股部には体

Eかないという現実かある。大事な内臓を収めてし＼る腹罪たけに 1本壬かなしヽのは何故

たろうか、動物の行動を観察して感し~ることは哺乳類か太陽から受ける一日の光の悶

か培加する隣時を察知するために腹部には、体Eか生えないことになっているのては

なし＼かと思う c

動物逹は開1かあれは大の字になって股部を太陽に向け日光浴に興しているのてある。

勿畠これは単なる日光浴では

なく一日の 1 |0)』こさか長くなっ

てきたことを腹部にあるセン

サーか逸早く知り繁殖の阜（前

にかかろうとする睛乳類の冒

命的な行励てあると日峙に太

陽の光が発する色を腹部て感

印し病気に対する抵抗力や冶

癒力を高めようとする哺乳類

の本能的行動てあると罪解し
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た［い

総して哺乳類は太陽の）＇仁の 7 色と共に薬用、ときに染色植物にも変身する多団多様

の雑草なとから叶り知れない恩恵をうけていることは間違いのないところてあろう（）

これらか哺乳類の免疫））を高め、感染性のあるウィルスとの共存を可能にせしめてい

るのてあろうしまた同時にひょづとすると、繁殖i」^9紅を勁機付けている心目植物の赤

色か病気になり 1こくい動物の体質を追りあける十役を洟してし＼るのかも訂訊ないし、し~

からは我々人姐もし＼かにすれは、他の聞乳類のような自然に順応した生き方か出米、

問題のマクロファーシを造り出すことかてきるかe、これはかって人羹釦か四度も踏み入

れたことのなし＼研究分野てある C この創（明は当研究所たげて出米るものてはない，）広

＜巳彩学名と東西医学者か主体になって時に軸足を東洋忍想に置きんかえ従累とはリりなっ

た角炭から祈しい研究方法を探究する必咬かあるのではなしヴころうか 3

これは、いまた完仝に究明されていない自然尉について、専門家てなし＼筆者の珀に

漠然と浮かんてきた頂こと色 1 との深い拘りの敷々の姿か総合的に尋きだしてき

つの帰結てある c

直記

［阪と色」との深い拘りを無視して発展してきたかに見える現代筐学か今大きな

璧に突き当たり正に末期症状を呈している。かかる状態ぱ残念なから 1戻療界たけに

ととまらす、あらゆる分野におし＼て顕著になってきfこ政治の世界も経済の批界も、

心の ILI界も、自然の姿も、史に地球の存在そのものまてもか甚歩·一歩焼場のゲート

に向って走り続けているマラソン競争の状況を呈している。

これらの症状の恨源かすへて 1IJlーてあるとする筆者の私見については、当論文集

には不適切と考え、省略させて頓くことにした0

以上の通り今年度は巻頭言として筆者かかねかね素人なるか故に抱き続けてきた疑

問点を敢えて提起した。世の中の急激な変化に対応していくためには我々研究所こそ

か、その陣頭に立って問題を解きはくしていくべき責務かあるのてはなし、か。日問自

各する意味合いを込めて、ピ頭言とした次第てある。

財[J]法人覚誉全

事務局長 片岡健夫

ー
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柏物による緑色染めの研究

麓 泉

1. 緒三

ほとんどの植物はクロロフィル（葉緑素）による光合成をおこない、生命体を維持

増池して地球上に広大なグリーンソーンを形成している。

したかって、植物を材料とする限り、緑色繁色物はきわめて得やすいと思われがち

てあるが、実際にはクロロフィルか水に溶けす、植物体から分離すると退色が苫しい

ことなどによって実用性がきわめて乏しい。このように、地球上の緑を支配する植物

に佃数の極娘がありながら、単一の染材による浸染て原色に近い禄色を得ることは現

在のところまだ不可能であり、植物染の不思議の一つとなっている。

上代の苔から行われている緑染め方法で知られているのは、藍と黄色染材との重ね

染めであり、延喜式巻十四では緑色染めに関する用度について次の記述がある。

深緑綾ー1已藍十園、刈安叩大三斤、灰二斗、薪二百四十斤、 0 …••

中緑綾一疋、藍八園、黄菜）こ二斤、 0 。…•

このように、黄色染材には刈安（カリヤス）、黄璧（キハダ）なと、赤みの少ない

色素を含むものか用いられている。

（灰か刈安染めに用いられ、キハダ染めに用いられていないのは、前者が灰に含ま

れるアルカリ土類の塩やアルミニウム塩による媒染を要するためであって、藍を建て

るために用いたのではない。また、キハダが媒染不要であるために後者では灰が併用

されていない）

本報では、藍の生葉を染材として用いる場合に年即を通じて効率よく緑染めを行え

るごとに重点をおく一方で、藍以外の吉色染料として知られている臭木（クサギ）の

実か、緑色発色用に重要な役割を果たす染材てあると考え、これらの藍およびクサギ

によって鮮麗且つ堅牢な緑色染めを目的とした染色実験を行い比較検討したところ、

賃味ある結果を得たので報古する。

2. 藍を用いる緑色染め

前述の延喜式を調べると、蕨染めに関する記述中に驚と乾葦の用度が明確に区別さ

-7~ 



れていることから惟して、 卜爪代における緑蒙め川の監には木乾燥の牛葉か用し＼られた

ものと惟定してしヽる（）

は当時すてに されていた蓼紐（タテアイ、）てあると思われるか、その生葉は

生育期間中にのみ入丁＾可能てあるから、豪色は 7 月～ 9 月の夏期に限られることにな

る c9 また、現在のように冷蔵容易な叶代てさえ、採集した1+＾策の保存可能期間はせい

せい 1 、 2 週閲貯度てあるから、一鉗の大半は豪木オの取得かイ＜可能てあったことにな

る a

方、平安後間から室町時代以賢になると、貯蔵に迅した「すくも紅 を川いる建

て素めか藍豪めのエ流になったと思われるか、建て染めによる茫の色には濁りかあり、

後述の比較実検て明らかになったように鮮麗な緑色を得る下染めの「監ド__jあるいは

上掛けの「藍掛け＿には逆さない）

以上のことから、まず、年間を通じて輩の佑葉染めを可能とすることか柏物緑染め

における「藍 l<」 9藍掛け」の前提条件になると考えた。

2-1 。生葉染めによる藍掛けについて

生葉染めによる藍の染色機構は次の過程を経ることを本詰既刊号にてすてに実証し

ているJ,o

藍 II：葉中のインジカン溶出一＞酵素によるインジカンの加水分貯（粕の分離｀） →イン

ドキシルの生成→被染物に対するインドキシルのイオン極性による吸着→酸化による

インドキシルの―．呈化（被染物上でインジゴの生成）。

ここて問題となるのは、恥の生葉からインジカンを水に溶出させると、共存する酵

素の作用て直ちにインシカンの加水分解か始まるため、経時利用か出来ないことてあ

る。熟湯抽出をすれは酵素を失活させることかてきるか、日的とするインドキシルヘ

の加水分解反応は伶I十~し、インジコは生成しなくなる。しかし、インジカンの加水分

解酵索は自然乾燥させた藍の乾葉中にも 1呆持されているから、熱湯抽出液を冷まし、

砕しヴこ乾葉の少旦を加えることて、発色に少々時間はかかるか生茫染めと同様な発色

効果を得ることか出米る。

島生葉中のインジカンをに期保存するためには、牛葉を霊子レンジて急辿乾燥する

方広か報告されているか、著者は次のように熟湯て抽出したエキスを冷凍して固形

保存することにより、年間を通して取り扱いに容易な、藍卜＼藍掛けの原，、料を得るこ

とかてきたっ
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2 - 2 ，酵素失活藍生葉エキスの冷凍固化と解凍後の染色

用いた蓼嵐の生芙は、 2002年 9 月に名古 l哨市名東区円て日家裁培して得たものてあ

`] （滋賀県肌I：形文化甘俣持者てあった菫憂め帥＼故、食卯氏による栽培神て、品

種の汀剖は不明）

採取した庄〗どは水 1 Qに対して］20 gの割合とし、塩化十トリウムをJ g / f2の割

合て加え、 8召℃て］（］分閲}JU熱してから葉を混し取り、さらに生菫を 100 g ［の闊合

て追加し、 8り℃、 10分聞の処理をおこなって業を漉し取り、得られたエキスを冷まし

てから製）l( 「旧に移し入れ、家庭川沿凍旧て冷東保仔した＂

染色は睾年の 2()0:3年：｝月以降、冶庚）車よりその都度取り出して騨凍し、解凍液に必

旦の水を加え、ぶ比を 1 :り0~10() とし、磨砕し~た屹監を 2 g,9／し）の割合て添加し、

絹｛いに対する緑哀めをい的として、藍下、または藍柘けをおこなった。

何れの場合も室温で1.5時間浸染の

分間俣気酸化後、水洗、乾燥したぃ

り分間‘J筐気酸化して軽く水にくぐらせ、 10

ここて用しげこ方法による［藍ド」の色は、後述、 3 -2 の表 1 に不すように、生菜

を直核用いる生葉染めより緑みのある百色か得られ、緑色染めを口的とする本研究に

とって大変好都合てあるか、何故、緑みになるのか、インジゴ以外の色素（たとえは

インジルビン）の生成が抑制されるためなのか、厨因は明確てなし＼

2 - 3 ，詞色用の黄色染料とその染色

鮮麗な緑色を束めるには赤みか少なくて透明感のある黄色染料か求めら机る c、選択

の末、汁から使われてきた刈安、キハタのほか、エンシュの花舌、ランタナの党を試

用した，、

(1)刈安

材叩I· には、財団法人此怜公 紬維染色研究所（指月林）の構内て植栽され、刈り取っ

て乾燥した近江刈安を用いた（／本報ては近江刈安を単に刈安と略祢するい刈安

(Miscanthus ti n(• torias) はその葉に色索ルテオリンを合むイネ科の柏物で、浸染に

はその乾葉を裁断して洗濯用ネットに入れ、被染絹布と共に蕉煎して色累抽出と染色

を同浴で行うとよい。

ビーカー実験による二｛列を小すと、裁断した刈安の乾葉0 。 2 gを、囚形物扮砕用家

庭ミキサーにて破砕し、熱融着不紬布でシールパ、Jキンクして、被豪絹布 2 gと共に

水100m£ て 80℃以上：30分間、色素抽出と染色を同浴て行い、炭酸十トリウムてpH 6 
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とした 2 g / Qの明蓉水溶液で媒栄した後、アルカリ水に浸して黄色に発色させる。

(2) 黄璧（キハダ）

キハダ (Phellodendron amurense Ruprecht)はミカン科で、樹皮の内皮に黄色

色素ベルベリン [C20孔ぷ01丁か合まれていることが知られている他に同属のパル

マチンも少景仔在するが、いずれもア）レカロイドであり、和戊薬「陀羅尼助（たらに

すけ）●|の主成分となっていろ。

ベルベリンはカチオン性であるため、藍のようなアニオン性色素との重ね染めは卜＾

掛けか良法とされている。

染材には指月林で植栽されているキハダの内皮を用いた。

ビーカー実験による一例を示すと、キ八ダ 5 gを 100m£の水と共に30分聞煮煎して

抽出液とする。被央絹布 1 gに対し、抽出液 2 ~ 6 叫を水100m£に適量加えた榮浴で

80℃、 30分間染める。

(3) 愧樹（エンジュ）

工ンジュ (Sophora Japonica L.) はマメ科の落葉高木て街路樹としても植えられ、

その花雷には黄色色素ルチンを多量に含んている。浸架には市販のエンジュ花密（乾

燥品）をポリエステル粗布製の袋に入れて被染絹布と共に色素抽出と染色を同時に行

うとよいか、実験の一例として0.2 gのエンジュ乾燥仕舌を因形物粉砕用家庭ミキサー

にて粗く砕き、熱融着不織布でシールパッキングし、披染絹布 1 gと共に水100m£で

80℃以上30分間、色素抽出と染色を同時に行った。染色後は、炭酸ナトりウムてpH

6 に調製した 2 g/  1!,の明響水溶液で媒染した。

(4) ランタナ

ランタナ (Lantana Camala) はアフリカ原産、クマツヅラ科の多年生植物で、

本邦には江戸末期に渡来している。黄色の手鞠状をした集合花は、凋花後に中心祁か

らオレンジ色、赤色へと変わるため、「七変化」とも言われており、成長するに従い

低木状となる）

この柿物の葉を煮煎した抽出液で染め、アルミ媒染すると黄色恐めが行られたので、

緑染め調色用の黄色染材として試用した。

自家栽培したランタナの生葉を、 250 g-/ £て煮煎し、抽出液をそのまま、あるい

は同星の水を加えるなとして濃度を加減し、浴比100倍て被染絹布を90℃で40分間染

ｷ-1 0 -



め、炭酸ナトリウムてpH 6 に調製した明界 2 g [)の水溶液て媒染を行った。

3 - 1 。

3 ゜臭木（クサギ）

クサギ果実の色素について

の実を用いる緑色染め

クサギ (Clpr()(l¢n,(1「on trichotomum Thunb.) I ま、、

山野に日生し、 8 ~ 9 }-]に白色の化を散房状に付け、

クマツヅラ科の落葉小高木て

9 ~10月に径 6 ~ 7lllnlの的玉状

の果吏（核果）を数多く実らせる Cl

実は古くから胃色の染料とされて米たようてあるか、瓜におされてあまり 舟般には

知られてし＼ない，つ

クサキの実の青色色索てあるトリコトミンについて文献を調へたところ、藍の色索

インジゴの関連物質であるペヒマン色累誘導体と中心構辿か同じであることを静岡大、

入川 肇教授か指摘しているぶ 4。つまり、鳥の色素と熊縁てはなかったことか大変輿

味深 l,‘°

水抽出による粗色素には独特の臭気かあるか、 トリコトミンそのものに苫しい毒性

かなく、食品術生法により食品添加用色素として認められている。

新評なクサギの実を水で煮沸して色素を抽出し、抽出液にイソアミルアルコールを

; ` l } 

l ｷ 
透

過

率

t 
I 
j I L • 

A’^^'.^^ 
(n町） 600 700 

I ：ー

: j, 1 
率 1 /——-~~~ 

l /-----/ --..\--」

贔一← 500 600 7009 
(nm) 

図 1 水菟煎抽出液から分液分離させたクサギ色索溶液の分光透過曲線

I^~ :イゾアミルアルコール溶鮮分〔エタノール希釈） 下：水溶解分
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加えて振惰後、静置して 2 層分離すると青色色素はすべて卜屈のイソアミルアルコー

ル届に移動した。

イソアミルアルコール溶解層をエタノールで薄め、その透過スペクトルを島津紫外

可視分光光度計UV 1700で測光して、水溶解層の透過スペクトルとともに 1叉］ ］に示し

たが、イソアミルアルコール溶鮨層の透過率のピークは480nm で、明らかに青色色

素の存在を示し透過光か緑青色全域にわたっているのに対し、水溶解層の色はうすく、

ピークは55□nm の糸ふ色域となっている 2

このように、青色色索のトリコトミンは、その大部分かイソアミルア）しコール層に

移動するために親油性色素であることかわかる。予仙実験によると、諒水性繊維のナ

イロンかよく染まるので、色素分子の親油性かナイロンヘの内部拡散に寄与したもの

と考えられる。そのような親油性色ふが熱水によって抽出川能となっているのは、果

実に界面活性作用の役目を果たす物質が合まれていることを示唆している。

3 -2 藍色素との比較

クサギの実を緑色染めに取りあけたのは、染色して得られる百色の色相か緑みを帯

ひていることに注目したのてあって、黄色染料との混色て美麗な緑色を得るのには好

都合であることを予想した。

いわゆる藍染めの青色はそれに比へれば紫みに偏っていることが測色によっても明

らかで、その結果を表 1 に示した。

表 1 は、ミノルタ分光測色Flt CM-2600d て測色し、マンセル表色値で示した結果

で、上行から下行に向かって緑み青 (BG) から胄 (B)、紫み胃 (P B) へと順序

づけてある。（マンセル色相環では、各色相記号の前に付された 0 →10の数値ぱ時計

回り）j向に刻まれており、青色系の BG 、 B 、 PB は数値の小さい方が緑方向になる）

表 l 調色用青色染めの色比較

|—" "---—` 

□三キー：：口 7色，□ーロロ:- 1-ロ
クサギ染め 8.9B G I 4.9 : 4.0 
ロの生葉染め 7OOB 4.1 4.o 
沈殿藍による建て染め 0.9 PB I 5 。 2 I 4.4 

注）藍はすべて同栽培による蓼白の葉が原料て、建て染めはハイドロ建てによる
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表 1 て示したように、クサギ染めの色は BG頓域（青緑）となっている。虹染めの

て尤めによる色祖は PB 伯域（紫み青）てあり、藍！卜業染めは B 禎域（青）てある

か、生葉藍冷成エキスを解凍して染めた場合の色相か、，表中で最も緑み寄りになって

いることが注目される。

3 -2. 染色方法

1) 染材の採取

財団法人党誉会の繊維染色研究所構内（指月林）、および名古屋市名東区の明徳公

園と愛知県長久手町安昌寺境内に植栽、または自生しているクサキから、 2003年10月

に支を採取したし］

なお、クサギの実を 5 ℃で冷蔵した場合は 1 週間程度保存できるか、それ以Lの経

H i呆仔では変色しやすいので、冷凍保存の必要かある。

凋色用の黄色染）flには主に指月林で採取したキハダ樹皮の内皮を用いることとした。

キハダて染めた黄色は赤みか少なく、若干の蛍光色を放つので美麗な緑色を得る調色

用に適している上、媒染を要しないため、無媒染て染めるクサギの実との混合染色に

好部合である。

2) 色素の抽出

採取したクサキの実は水て洗い、ほほ 2 信塁の水を川え、 10分聞煮沸して抽出液を

漉し取り、さらに 2 度同じ挽作を繰り返して、合計 3 回の抽出液を合した。

初同の抽出時には多鼠の発泡が見られ、且つ、強い洗剤臭がある。

3) 染巳

削項 2) で碍たクサギの夷の抽出液を適量採って水を加え、浴比を 1 : 70、 85~90

℃で被染絹布に対し 20分間の染色を行い、その後、室温に逹するまで放冷した後、水

洗し、自然乾燥した。

緑色調色用の黄色染料に用いたキハダ色索のベルヘリン（ま、その化学溝造から惟す

と、水に溶けてカチオン性を示すはずであり、一般のアニオン性植物色素との混合染

巳では若干の文障を生しる場合が予想されるか、クサギの実の抽出液に共存すると思

われる界面活性物口の分散作用によるためか、同浴て業色しても、沈殴、染めむらな

どの障害は生じなかった。
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4. 染色結果

以上、藍を用いる禄色染めと、クサギの実を用いた縁色染めの双方について、染色

実験して得られた染色布をミノルタ分光測色計 ClVI-2600d によって表面色を測色し、

結果を表 2'こまとめて示した。

同じ表 2 には、色比較のために標準色カード230 （日本色研事業： 1988) から選出

した華麗な緑色のカード 4 色も測色して加えた）

なお、表 2 に示す試料番号は染色方法を指しており、それそれの概要を次ぎに列挙

した。

抽出エキス、また［ま染材や架料の使用量は被染布に対する重景の倍率てあらわし、

染浴は70倍となるように水で調整して染めた。

0生薬姫冷凍エキスの解凍液を用いた場合

エキスの製法は前項、 2 -2 による（）

試料 1 。刈安下染め（染材 6 倍、明券媒染）／藍掛け（エキス 25倍）

2 ・刈安ド染め（渠材0.2倍、明響媒架）／藍掛け（エキス50佑）

3. ランタナ下染め（染材12f音、明器媒架）／曲掛け（エキス 25倍）

4. ランタナ下架め（染材24倍、明券媒染）／粧掛け（エキス25倍）

5. キハタト染め（染材0.2陪）／藍掛け（エキス50陪）

〇クサギ果実を用いた場合

調色用黄色染料のキハダは同浴混合を甚本としたが、比較のために下染めによる調

色もおこない、ほかに、刈安による卜身拉ら調色もおこなった。

6 。刈安下染め（染材0.2倍、明岩媒染）／クサギ上掛け（染材 2 倍）

7 。キハダ下染め（染材0.2倍）／クサギ上掛け（染材 2 倍）

8 。キハダト染め（恐材0.2召恰）／クサギ上担け

（染材 4 倍： 2002年秋採取冷凍果実）

9. キハタ下染め（梁材0.25{合）／クサギ上掛け（染材15倍）

10. クサギ（染材15倍） トキハダ（染材0.5倍）、同浴

lL クサギ（染村201音) -tキ八ダ（染材 1 倍）、同浴

12. クサギ（染材30倍） ＋キハダ（染材1.5倍）、同浴

鳳同上、食塩0.5% （対染液）添加企色

14. クサキ（染材20倍） ＋キハダ（染材 1 恰）、同浴
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1凡同上、紋織りスカーフを染色

0その他の蓋染料を用いた場合

16. 生葉染めの應［下（染材11倍）／キハタト掛け（染材0.1倍）

17. 生葉兜めの藍下（染材11倍）／キハタト＾掛け（染材0.3倍）

18. 生葉染めの藍下（染材11倍）／エンジュ上掛け（染材0.2倍、明蓉媒染）

鳳沈殿藍の悲卜ム（染料0.5｛ふハイトロ建て）／エンシュ上掛け

〇華麗緑色カード（標準色カードから選んだ色）

20。エメラルドグリン

21.マラカイトグリン

22. ピリジャン

23，ティールグリン

（染材0 .15倍、叫唇媒染）

これらの表 2 の値を、図 2 、図 3 のマンセル色相／彩度図に示し、図 4 では CIE

LAB 表色系による L＊じグラフ（明度に相当する L`' と、彩度に相当するじ）で示

した。なお、図 3 は図 2 の部分拡大図である。

じは、釘およひ b* をそれぞれ二乗して加算し、合計の平方根をとった値である。

色相について、図 2 、図 3 を見ると、これら緑色染めの色相は 5GY~lOG の範囲

にあって、過半数は雄聞緑色カート 2() 、 21 、 22 か示す2.5G~lOG の色相範凹にある

が、クサギの実とキハダを用いた 7 、 8 、 9 、 10 は、それらカードの色よりも黄み寄

りの GY領域をカバーしている。

一方、牛葉藍冷凍エキスを用いた緑色の 1 、 2 、 3 、 4 、りは、 5 G~lOG であり、

やや青みかかった緑色範囲にある。

彩度については、クサギの実とキハダを用いた緑色のほとんどか、華麗緑色カード

に次いで彩度の高い部類に属していて（試料番号 7 、 8 、 9 、 10 、 11 、 12 、 13 、 14 、

15)、とくに試料番号 7 の彩度は華麗緑色カードの彩度に匹敵する。

その次きに彩度か高いのは、前出の生業藍冷凍エキスを用いた緑色てある (1 、 2 、

3 、 4 、 5)。これらは生葉染めによる藍ドを青色に用いた緑色(16、 17) よりも彩

度が高い。

そして、沈殿藍の建て染めを青色に用いた緑色は最も彩罠か低い(19)o
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表 2. 緑色染めおよひ色票の測色値

:—-[ ー マ／セル表色·―-

ロ色相＿—- 明度 ［覆
I 1 i 0.1 BG .5.0,LO  
2 I 4.3G 4.6 3.8 
3 i 9.5 G 5.1 3 口 6

4 I 8.lG .5,3 3.6 
5 ! 6.lG 4.7 :-l.3 

,-------------, -- ------- ---- ----- -—-- --• --

6 | 8 0 G Y 6.8 3. 7 
7 1 6.6G Y 7.0 6.2 
8 I 5.6G Y 6.8 4.9 
9 I 7.9G Y 6.6 4.5 
10 I 7.7GY り． 8 4.5 
11 I 4. 4 G 5. 2 •1 A 
12 I 1.5 G 5.2 4.9 
13 ; l.8G 5.0 4.7 
14 I 2.8G 5.2 4ふ

15 I 6.2 G 5.1 4.7 

CIELAB 値

じ a b 

50.9 -21.0 l 8 
46.8 -19 6 7.1 
52.1 19.0 2,3 

54.0 -19 2 :3.13 
17 り -17.0 991, 6 

6
5

り

l

... 1
3

2

 

5

5

5

 16 6.6G 5.2 2.1 52.9 
1 7 9.6G Y 5.2 2.8 53.4 
18 5.GG Y 5.1 4.0 51.6 
] 9 503G Y 5.8 20 59.1 

20 2,7G 5 4 7,0 55.0 
21 2.3G 1 0 5 6. 3 16. 3 
9,2G 4.2 6.1 43.4 

23 5.213 G 4.:3 6,0 43.7 
-ｷ--------

じa·いのじ値は明るさの度合し、 (0~]0()) を示す

a' 値の l 値は赤方向、―値は緑方向を示す

り値の十値は黄方向、ー｛直は青方向を示す
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11.0 
6.7 

2.7 
10.9 
22.0 
11.8 

36.0 17.2 
32.4 16.1 
32.3 3.G 
-29.6 -6.5 

怠お、刈安はクサギの丈と組み合わせると彩度か低くなるか（ 6)、冷凍牛葉エキ

スと組み合わせるとキハタやランタナを用いた緑色(;3、 4 、 5) よりも彩度か高く

なってし＼る(1、 2)C9

図 4 によると、クサギの実を川いたクループ (7 、 8 、 9 、 10 、 11) の杉度 c· は、

そのほとんどかり（祁緑色カードのグループと同宵てあることか注日され、明度 1· も

高いので、明る＜単やかな緑色てあることかわかる。前出、図 3 のマンセルによる色
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図 2. マンセル色相／彩度図上に分布する染色布の表面色と華麗緑色カードの色

（中心からの距離は彩度を表し、内測の屈心円は杉度10のレベルをが：す）

7.5年 5BG

図 3 ．図 2 の部分拡大図

75 ・

• 6 索゜
唸，

L*I 

魯19 詮し / ] " 叫／□ @ 1 3 16 

44 
35 

C* 8 

図 4. CIE LAB 面色系によるじじ図（いは明度相当、 C は彩度相当）に分

布する染色布と華麗緑色カードの色

（線囲いによる左のグループは生葉藍冷凍エキス、中上のグループはクサギ果実

煮煎エキスを青色染料に用いた染色布て、右下のグループは華麗緑色カード）
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相／彩度グラフに比べて彩度に対する評価か若干異なるのは、表色方法のコンセプショ

ンが異なるために外ならない。

生葉藍冷凍エキスを用いた緑色 (1 、 2 、 3 、 4 、 5) の C* 値はクサギグループ

の次ぎにランクされるが、それ以外の生葉紐〖生葉染め）、沈殿藍（建て染め）笠の

藍を用いた緑色は、 18を除いてほとんどかそれらのグループを外れた低彩度に位置づ

けられてし＼ることかわかる（う

5 ゜染色堅牢度
披検試料は前項 4 の染色伍のなかから選抜した。

、i，洗濯堅牢度試験とその結果

被染布が絹布であるから、洗濯はドライクリーニングか晶本であるが、手洗い法に

よる水洗濯がなされる場合を考慮し、洗剤には高級アルコー）レ系を主剤とする絹、羊

毛洗濯用のモノゲンユニ、 (P & G 社製で、主要界面活性剤はアルキル硫酸エステル

塩、および LAS から成る）を用した。試験はJISL0844 (1986) の B 法に準じて試

験染色布の大きさを 4cmX5cm とし、JISL0801 (1 995)、および0803 (1998) で規定

されている汚染用添付白布の絹、綿を、それぞれ 2cmX5cmの大きさに切り取って試

験染色布の上に並へ、汚染用白布を内側に二つ折りにして縫いつける複合試験片とし

た。洗剤濃度はメーカーが勧める手洗い濃度2.5 g / Qとした。

表 3 緑色染め絹布の洗濯堅牢度

青色染材 1 黄色染材 I 
A I 生葉藍｀いこ口刈ー安下染め ' 

B II 1 ランタナ下染め
II キハダ下榮め

II キ八ダ上掛け

サギ果実 キハダ下染め i 

II キハダ同浴

ff キ八ダ同浴

上掛け

II -」エンジュ上掛け

変退色
］―-汚

絹

2 - 3 級

2 -3 
2 -3 

3 
3 -4 
3 -4 
3 -4 

4 5 
3 -4 

級5
5
4
4
4
4
4
5
5J 

—— 
4

4

 

汽
ォ、

一

4

4

5

5

 

——— 
3

3

4

 

注： G はクサギ、キハダともに F の 2/ 3 濃度
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試験は内怪25mmの共栓試験管中て複合試験片と洗剖液との浴比を 1 : 5()、湿度を45

ーこど℃とし、 10分聞処哩して水沈した後、複合試験｝「を＿」＾一本のカラス捧の間てしこし＼

て絞り、縫いつけをほといて試料布と古業印を別々に乾燥した。

撃牢度の判定は」ISL0804 〔 199いて規定されている変退色用クレースケール、お

よひ L0805 0998) て規定さ机てし＼る氾染川グレースケールを用いて堅牢度の逸級を

刊定したか、変退色につし、ては試験訓悛の染色布の表面色を測色した色）立値から、巳

彩分析ソフト「喜千ェック」 Veぃ 4 (コアサイエンスネt)によって靡定される変退色

星牢度の値をも参苫にし

砧果を表：］に不したか、変退色墜牢度につ［＼てみると、 l 級、または 2 級という低

堅牢度のものかばいのて、植物来めの洗祝墜牢度としては実川可能な範圃であると考

えてよい,J

青色染材に生英戯冷凍エキスを用いた場合の変退色は 2 - 3 級となっているか、ク

サギを用いたものは 3 -4 級て 1 級程度高い3 しかし、汚染墜牢度についてみると、

クサギを川いた方か逆に 1 級程度低くなっており、木綿汚染布には青色汚染かわずか

に認められたのてクサギ色素か着干稔染していると判断した。

2. 耐光堅牢度試験とその結果

JIS フルースケールとともに直射日光を並直にあてて器露した後、露光前後の色差

について詳細に険討する方法をとった。今回行った露光は、冬期快晴条件下、 am

10: 00~pm 3 : 00 における太陽直射光の 5 時間露光を第濯記じ段階、散日間繰り返

して露光合計を 1召時間とした場合を第二露光役階とした。

色差は、 CIELAB に悲つくし a い値の差から求められる色差値の△ E ab であら

わした。露光前後のシ一つの色、 Llkalb1 と、 L;ai b! の色差△ E ab は次の式て示され

る，9

• E ab= [(Ltし）□- (a1 -a；丁＋ （bl-bi')口 l-

以い筒略化のため八 E ab を、車に△ E と記述する。

この△ E か大であろほと露光に伴う変退色か大て堅牢度か低いことを示すことに

なるぐ

糾果は図 5 の棒クラフにおいて縦車川の~ E て比較した。

図 5 を見ると、百色沿材に牛業藍冷凍エキスを使用した八、 B、およひ C は硲光に

よる.6. E か小さく、黄色染材にランタナを下豪めとして使川した試料 B は、ほほ 4

級の堅牢度かあることかわかる。
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図 5. 緑色染め絹布（八～ I 、)の耐光堅牢度

(• E は露光前後の色差。 ＾級～四級が示す△ E は、JIS プル

の硲光による色差て、四級の露光第＾段階は未測定）

スケ ル

ト染めに刈安を用いた A、あるいはキハタを用いた C は、露光第＾一段階において 3 -

4 級であるが、、 D のように、キハグを上掛けに用いると、もともと弱耐光性のキハダ

か露呈するためか 3 級へ低下する。

青色染材にクサギの実を試用した場合、キハダを下染めに用いた E は 1 級程疫の堅

牢度しかないが、そのキハダを同浴で用いた F, G ては 3 級へと堅牢疫か増大してい

ることが注 H される。これはおそらく、キハダ色素とクサギ色素との間に染浴中でな

んらかの分子間相冗作用があり、双方の色素分子か複合した状態となって染着してい

るためであろうと忍われる。

なお、藍の生葉染めによる藍ドをした日と］の平牢度については、

級てある。

D と同程度の 3

6 。要約

植物染料を用いる絹染色の緑色は、古来より青色染材の藍、黄色染材の刈安、、また

はキハダとの混色て染められてきたが、本報の実験によれば、熱湯抽出による藍の生

葉エキスを冷凍した製品を百色染材に用いることによって、従来得られていた植物染

めによる緑色の彩度を上回り、四季を通して利用できるために、緑色川植物来料製品

としてきわめて有用てあることかわかった。

また、藍の色素インジコと化学的な中心構造か似ているクサギの実の色素を胃色染

村として用い、黄色染材にキハタ色素を川いると、椋準色カードのJ,lt麗な緑色と彩度

—̀20 



かほほ詞害となる緑色か得らねることかわかった。なおこの場合、別谷て重ね朱めを

するよりも 1五］浴て混合染色すれは耐光堅牢度か高くなることもわかった：
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インド藍とイサチンを原料とするインジルビンの合成（その 3)
生成インジルビンの確認（修正と補充）について一—

曽根健夫

] はじめに

前報灯こおいて発表した元の題目の内容はインド藍の色素主成分であるインジゴま

たは合成インジゴをアルカリ性のもと、過剥のハイドロサルファイトを用いて過還元

することによりイントキシルに戻し、別途合成さ九たイサチ、／と｛寸加反応させて合成

したインシルビン（以下本合成インシルビン）と、別の方法により合成した純牌品

と思われるものとの同定を高速液体クロマトグラフ（以下 HPLC) を用いて試みた

ものであった。

しかし上記論文発表餃、メーカーによる HPLC o)調整か行われたところ、漂準物

質（純粋と思われる針状結品インジルビン315)) の特定ピークの保持時間が前l iJI に比

ヘ岩丁変動していることか判明したので、前回の結論に大筋で［ま大きな誤りがあると

は思われないが、正砿を期すために修正の意味もあって、内慶 HPLC によろ両者の

同定を試みた。

また上記の同定は、両分fの化学構造に直接関連した方法によるものではなかった

ので、分子構造上からも咀確にする日的でフーリエ変換赤外分光光度計（以下 FT

IR) をm いて比較桧討した。

なお本合成反応においては、反応溶液の色柑が濃赤紫色を呈し、その溶液から赤紫

色素か容易に分離採取することかてきることから、反応溶液中のインジルビンを主な

研究対象としてきたか、沈澱中にも存仕するものとの考えから、それからも溶剤抽出

した赤紫色素についても検討した。以上についての実験結果を報古する。

2 。実験

2. 1 インジルビンの合成試薬ならびに合成法

前報6) に記した通り。

-23-



2. 2 HPLC 測定用試料の作製および測定

インジルビン合成反応の終結溶液からインジルビンの採取は前報7[' の通りであり、

HPLC 測定用試料はマスペーパークロマトグラフィー法（以下 PPC法）により 3

回展開を繰り返し粘製しfこ。

用いた池紙は Toyo Roshi Kaisha. Ltd. 製 F P C 用 No. 5() および No。＼りし＼であっ

た。

測定溶液の濃度は届号強度が 3 ~lOmV の範団内になるように操り返し調節した。

濃度調節に用いた溶剤は HPLC 川アセトニト 1))レおよひメタJールてあった。機

器に設置するバイアルヘの注入液はガラスフィルター付きの小ロートで濾過した液で

あった。

検出波Kは赤色色素に主眼をおき、 580nm に設定した。

2. 3 FT-IR 測定用試料の作製

PPC法により 3 回以上展開を繰り返して精製して得たインジルビンと思われる赤

紫色素を試楚特級エタノールにて溶解し、ガラスフィルターにて濾過後蒸発llll上で水

浴器の蒸気温度においてエタノールを蒸発させた後、 80℃の恒温乾燥器中10時間加熱

乾燥した。室温に放冷後、得られた硬い樹脂質様固形物を乳鉢中にて破砕、臭化カリ

ウムと根気よく混合粉砕した。

2. 4 測定使用機器

(1) HPLC 

株）日立製作所製： L -7000 シリーズ

移動相およびカラムは前報8)の場合と同じであった。

(2) FT-IR 

（株）堀場製作所製： FT 730型

測定分解能 : 4cm —1 

スキャン回数 ： 10回

3. 結果と考察

3. 1 純粋品と思われる針状結晶インジルビンの HPLC クロマトグラム

新しく調幣された日PLC により悲準保持時間として針状拮晶インジ）レヒン（以下
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純粋インジルヒン）の｛呆持時間を測定したe /、農度を変化させて 5 回測定して得た保持

時間と平均値を表 l に小す。平均値は5.40てあっ↑こその値は前報：て悦告した純粋

インジルビンの測定値り.58および6.60 とやや大きく］＇ビなる値であった」

3. 2 本合成インジルビンの HPLC クロマトグラム

本合成反応溶液から PPC 法により分離されたインジルビンと思われる色素のクロ

マトグラムを図［に4げ□ 図から上の濃赤紫色屈に核して、その屈のドに 1|] の小さい

黒紫色の層があり、さらにその層の下に蝉褐巳の屈ぷ存在していることか示されてい

る。

それらの各層り）部分を切り取り、エタノールにより色素を抽出し、 HPLC による

分折に供した。

表 1. 純粋インジルビンの HPLC 分析の保持時閲 (min)

澗定回数 保持時間 (mi n) 濃度（％）

1 。 5.40 93.8 
2. 5.41 98.1 
3. 5.39 99.1 
4. 5.40 96.5 
5. 5.41 95.4 

~ ~ 

平均 5.40 96.7 

濃赤紫上部層

ロ黒紫色層
1 薄褐色下部層

L__  _ _J 
図 1. 本合成反応溶液から PPC 法により展開した色素のクロマトグラム
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先ず最初に、上部の濃赤紫色層から抽出した溶液の分析を始めた。インジルビンと

思われる色素の保持時間以上では特に閲題となるようなピークが見られなかったのて、

測定時間は 14分以内とした。得られたクロマトグラムを図 2 に示す。図から保持時惜l

5 .40分に大きく突出したピークか見られ、このピークの値に先に示した怯準物賞とし

ての純粋インジルヒンの伯と同一であり、その色索がインジルヒンであることを示す

ものと思われる。

次ぎに、上記濃赤紫色屈の下に抜している黒紫色層から抽出した溶液に、測定に好

ましい程度に HPLC 用メタノールで希釈すると赤紫色を星しており、

ロマトグラムを図 3 に示す。 5.41分に大きく突出したピークが見られ、

このもののク

この色素もほ

ぼインジルビンであることか示されているものと思われる。 これら 2 ／晋の色相が異なっ

て見えるか、 ペーパー上での濃度の相追によるものと思われる一
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最下層の薄褐色部色累のクロマトグラムを 1'又14 にポす。この場合の大きく突出した

ピークの保持時間は 5 .42分であった。純粋インシルビンの 5 回の保持問間訓定値の内

の 1 つを0.01分上廻るか、インジルビン以外の赤色色素が幾らか含まれていることも

考えられるか、インジルビンを示す数値の許容範囲内と思われる。突出したピークは

インジルビンの存在を示しているものと思われる。

以卜立の実験結果から、本合成インジルビンは HPLC による分析では純粋インジル

ビンと同一であると判定できるものと思われる，2
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図 4. 図 1 の薄褐色下部層色素のクロマトグラム

3. 3 本合成反応溶液の沈澱の分析

本合成反応溶液中の赤色色素がインジルビンてあることが上記の丈験結果から明ら

かになっている cノしかしインジルビンか水に不溶であり、エタノールにも微溶である

ことから、溶液中よりも沈澱中に多く存在するのてはないかとの考えから、沈隈を80

℃の熟水により洗浄し、無機塩類および未反応イサチンを除去後屹燥し、生成赤色色

素を酢酸により抽出した。その酢酸溶液から展開剤としてエタノールを用い、 PPC

法によりインジルビンと思われる赤色色素を分離した。この工程で酢酸には極微溶で

あってもエタノールに不溶のインジゴは除去されているものと考えられ, HPLC に

よる分析を行ったー得られたクロマトグラムを図 5 に示す。

保持時間5 .40分に大きく突出したピークか見られ、純粋インジルビンの値と歪致し

ていることがわかった。そのことから HPLC|コ＾てはインジルビンが沈澱中に仔在す

ることか明らかになった。
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図 5. 本合成反応溶液の沈澱から抽出された赤紫色色素のクロマトグラム

3. 4 純粋インジルビンと本合成インジルビンの FT-IR による化学構造の比較

本合成インジルビンと純粋インジルビンとは HPLC による分析結果では同一であ

ると考えられるか、その半lj定ぱそれそれの分f構造を恨拠にしたものてはなかった。

そこで分子構造をも根拠にした更に正確な判断を求めて FT-IR 分析を行った。

先ず最初に、本合成インジルビンの合成時の PPC法による反応溶液からの分離・

採取において、ペーパー上ての赤紫色の上層と、それに続く黒紫色のやや細い帯状の

色素屈およひそれ以下の薄い褐色層の存在を先に述べたか、それらは何れも HPLC

による分折ではインジルビンであるとされていた。今般は赤紫色の上部門と黒紫色層

および薄褐色層を合わせた下部屑の 2 層に分けて、それぞれの色素を PPC 法の繰り

返しによる精製を行い、両色素の分子構造の差異の有顛を FT-IR により検討した。

上部層色素の FT-IR 吸収スペクトル（以下吸収スペクトル）を図 6 に、下部／曽

色索の吸収スペクトルを図 7 (こ示す C’

上部層色素とド部屑色素の吸収スヘクトルの全体波形は良く似ており、図 6 と図 7

の殆ど同じか、または全く同じ波数を示すピーク番号と波数の関係を表 2 にホす。

その表から図 6 のピーク番号14、 22 、 25、 28の波敷は図 7 のピーク番号 6 、 10 、 18、

25の波数と全く同一であり、それら以外の図 6. のピーク番号12 と図 7. のピーク番

号 5 の波数の差異は分解能以下で、殆ど同一てあることかわかる。

以上のことから、それらの波数の分子構造上の IR 吸収部位の帰属は別として、

部肘色素と下部層色索は化学構造上からみて、ほぼ同一物質であることか明らかになっ
t
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表 2. 上部層色素、 ド部屑色素、インジルビンさらにインジゴの各吸収スペクト
ル間ての合致または非合致ピーク波数の関係

上部層色素

(I叉16)

ピーク番号 波数 cm― I

1 ロ

14 

認

25 

1747.19 * 

1664.27 

1371.14 

1043 :3 り

＊アンダーラインのある波数は合致または合致していると思われる波数をホす。

次きにそれらの物質と純粋インジルビンの同定の検寸であるが、上記の下部層色素

の吸収スペクトルと純粋インジルビンの吸収スペクトルを比較検討した。

純粋インジルビンの吸収スペクトルを図 8 に示す。
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測定に用いたサンプルは胃睾法により精製した微細な針状結晶であって、不純物を

殆と含まない純粋晶てあることから、得られたスペクトルは図 7 に比へてンャーフー

であったが、図 7 の下部層色素の吸収スペクトルと比較することかできた。図 7 と図

8 の全くいl しか、殆ど同じ波放を示すビーク魯号と波致の関係を表 2 に合わせて示す。

図 7 のピーク番号］9、 25 、 29の波数と図 8. のピーク番号20、 23 、 30の波数は全く

|」しであり、図 7 のヒーク番号 6 、 17の波数と図 8 のピーク番号 2 、 17の波数は殆ど

同じであることかわかった。

以上のことからぷ合成下I曽部色素と純粋インジルビンとは同じ結晶構造をとってい

るものとすれば、化学構造上からみても同一物質であると言えると思われる。

なお、ちなみに下部層色素とインジルビンの翼性体であるインジゴとの化学構造卜

の差異の存否についても一応検討をjJUえた。インジゴの吸収スペクト）レを図 9 。 に示

す。

ィンジゴのピーク番号と波数を表 2 に合わせて示す。その表からインシゴのビーク

番号］ 5 と 21の波数はインジルビンのピーク番号17 と 23の波数と全く同じであり、また

下郊層色素のピーク番号17 と 25の波数ともほほ同じか全く同しであることが、示され

このことは三者の共通某本化学構造のベンゼン核の特定吸収によるものとているが、

息われる。 しかしインジゴのそれら以外のピーク番号の波数では、下部層色素の波数

との間に21cm ― 1 以上の大きい柑違かみられ、同一物質とはみなし得ないと思われる。
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図 9. インジゴの FT IR スペクトラム
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以上の HPLC および FT-IR による分析の結果、本合成インジルビンは純粋イン

ジルビンと阿物質てあることか明確になった。

4. おわりに

前報告以後の調撃された I-IPLC による分析の結果、本合成インジルビンと純粋イ

ンジルヒンの保持時間が同ーであることがわかった。また両者の FT-IR スペクト

ルを比較検討したところ、それぞれの牡定吸収ビーク皮数の合致点が多く、化学溝造

も同ーであることが明らかになった。
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絹繊維に閃する研究（その 6)

碕橋重一

1 U はじめに

絹繊糾庄業の構辿改革は、巳々試みられているぐ｛刈えは桃剖りの分業てはなく、縦

の連帆による製品作りの例として、製糸［場におし＼て製糸から撚糸織物まて行ってい

る所かある（うこのようにして消晋者から牛庄行まて速応てきるように連携することか

必襄てあると□＾われている。

本研究は、詢生産から繊物まて合め一貫した叶両のもとに、仙自のプランド商品の

閏発を日的として進めてきた。本報ては 9撚り掛け生糸」の試作と糸およひ撚糸、

物の特性について若干検討した結果を報四する '-9

これまて向糸は 100(Im 前後の繊維長であるから、生糸は撚りを掛けなくとも利用て

きる特長ある繊維とされてきたか、現存の繊維から考えれは、短緞維に近いと息われ、

末端の頻度は非常に高いこ，撚りと繊維集合体の性質との関係は、一般的には平行させ

た繊維をある角度にねじることにより、繊維間のからみ合いを強め、糸の強度、仲縮

性およぴ弾性を与える効果がある。さらに糸に丸みをりえるとか、太さの均ー化など

の構造の変化およひ表面構造の変化と共に触感、光の区射（光沢）、茉色物の色調な

どに関係するものと考えられる。

2. 1 蚕の飼育

前報11 と同し

2 口 2 繭の性質の測定

前報1] と 1吋じ

2" 3 繰糸方法

前報いと同じ

2. 実験
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2 。 4 撚リ掛け生糸およひ撚糸の作製方法

平成1,5年春闘を用し＼、日り。 O 又＇中り。 0 (ありあけ）は 7 l立付け、日 1 。 2 ¥ l| I 

]。 3 (しんあけほの）は 13拉付けにより 27 cl の It糸を繰糸しiーこ繰糸枠から乾燥丁＾

打を経てホピン〖2四mm径塩ビハイプ） ！こ巻取った3 忍き取ったホヒンを1740 r / rn の

回転軸に固定し回転したこ'(イタリー式燃糸欄に準したい巻取り辿崖を変化すること

により撚り致 (]T n]) を変化した。 2 本晶燃り糸のら取速度と撚り放との閃係図か

ら、生糸の場合の撚り数を求め

生糸の 3 本片撚りの場合は、b'] 本打眉えたものをホヒンに谷取り，，前叫と同様にし

て撚りを担けた'.、 2 本古撚りては、 3 本片撚り糸を 2 本叶揃えポヒンに巻取り、前記

と同様にして撚りを掛けた。撚りの方向は叶撚りの場合と晶撚りてぱ逆方向にした。

2. 5 精練方法

繰糸枠又はホヒン巻取り生糸およひ撚糸を、大枠（ l l古］ 10 ;33m) に巻取り紹糸とす

る,) 0.5％炭酸ナト l) ウム水溶液、 85~90℃て20分間精練した，3 その後水洗脱水風乾

し再度ホビンに巻返した。

2. 6 織物の試作

生糸およひ撚糸を試作し、精練後 2 ［車類の撚糸〔無撚り生糸、撚り掛け生糸からの

糸）を、京都市産業研究所繊維技術センター（旧崩部市染織試験場）に試織を依帖し

たしたて糸（ま技術センターにセットしてある糸を用い、よこ糸に当方試作の燃糸を川

いた。織り組織は 3 枚斜文織てある。絨物設吋の汀細は省略するっ

2. 7 糸およひ織物の光の反射持性の測定

糸およひ織物の光の反射特＇『［の測定を、大阪占立大学佐峠昌f教授にお顧いした。

測定原兜およひ装置については佐藤先生の論文gに孔述されているっ装闘は自動変角

光度叶（村上色彩技術研究所製 GP ~200贋） 2 糸およひ撚糸はスライト用ホルター

（プラスチック製）に平行に衛に巻取り測定用試料とした。繍物はそのまま用いた。

試料·への光人射角度を1り゜一定にし、受光角度 0 ℃から 90゜まて訓定した。糸の長袖

を乖直方向（たて方向）と水平方向（よこ方向）で測定した。

2 0 8 織物の性質の測定

試織物の［として力学的性質の測定を、大阪樟蔭女［ム大学前川輝彦教授にお願いし
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た。結果を川端ら d) の方法により表わした。

3. 結果および考察

3. 1 平成15年産繭の性質

秋藷の方か繭糸長、絨度共に若「小さい。これば繭糸の一般的な傾向てあるので飼

育方法などに問題はなかったと思う。

表 l 平成15年産耐の性質

ニ
本研究

| 

(rn) 縁襄 (d) I 繭糸長 Ill ,1 

1202 4 l;i 
961 

926 3.90 

春 1750 2.55 1792 

15秋 1381 2 2() 1536 

3. 2 生糸および撚糸の性質

試織に用いた糸の性質を表 2 に示した。

表 2 無撚りおよび撚り拒け生糸からの撚糸の性質

恥料：平成15年春葎日 9 • 0 ぺ中 9 • 0 、生摂り生糸
—~ 

乎ーニ／］口生“ー
^^ ^ 

g 

ーニ] :: 
' 

無撚り

生糸 重景 59.9 

繊度 :-ll 4 

3 本片撚り糸 より放 128T 

2 本語撚り糸 より数 106T 

精練前 重呈 58.7 g 77.5 
II 後 II 45.6 g 59.9 

練り減辛 22.3 n /(l 22.7 

精練前 繊度 148 d 132 
II 後 II 

g

g

o
c
o
d
 

生糸の計覧繊度は29.l d となるか、実測値の方かやや大てある。練り減り率は通常
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の値てある、）撚り掛け生糸の撚り薮は皐勺lOOT/n]、他の撚り数（ま実測杭てある。生

糸および撚糸の撚り数と糸の諸性質との閃係については検討中てある。

3. 3 糸および織物の光の反射特「生

生糸に撚りを与えることにより、よこ方向、たて方向共に反射光強度か小さくなる

ことがわかる。また撚りを掛ける時の生糸の状態（湿、乾）によっても異なるものと

思われる。たて方向ては撚糸になると低角度における強度よりも 15゜ （正反射角）附

近の強度の方が小さくなり（図 2) 明らかに反射特性が変わるし一般に 1勿体表面の

Luster （光沢）は次のように定義される。 Luster= Rmax/R。 R。：受光角 0 0 の

時の反射光強度、 Rmax: 反射光強度の最大値、これからよこ方向では Luster か）く

きく、たて方向では小さいことかわかる。生糸への撚り掛けによるフィラメントの表
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図 2 糸の構造と反射光強度との関係
たて方向

；口＾:; 内容
I E 
I 1 無撚り生糸→ 3 本片撚り (278T/ m) → 2 本諸撚り Cl36T/m)

'E-1  E-2 

撚り掛け生糸 (510T/ m) （湿った状態て） → 3 本片撚り (217T/ m) → 2 本諸黙り (148T/m) 1 

F
 

F -1 F -2 i 

撚り掛け生糸 (510T /m) （乾燥状態で〕→ 3 本｝］撚り (246T /m) • ：本諸撚り (153T/m) 

G i G-1 - G-2 ｀ー―-一」
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而構造の 撚糸の反肘特性にも現机てし＼る［、本試：｝］は木精練のため、セリシンて

覆われているから、帖練によりこれを除けはより明諒になるものと考えられる（）織物

の反射特性については検討中てあるぐ

3 0 4 試作織物の特性

皓果の一部を表 3 にふした c,

この結果、撚り掛け生糸をよこ糸に川［ ＼た化は、よこ方向ての伸ひ半、仕事鼠、レ

ジリエ／＇ス、ヒステリシスなとから、若十伸ひ縮みしやすし＼ことかわかる勺なお検討

lドである C}

表：3 試織物の力学的性質（よこ糸 (west〕方向〕

測定項日

TE:¥'S. E¥1[ !%] 

LT i-) 

I—•··-···• ●●ー

B | f)悩考
撚り掛け生糸他川 I

---- --- -------- ----------

().44 ()ぷ l ！伸ひ率
0.918 O.G75 引張特性の伯線性

BE~D. t已／］ e:̀ll /,;1]| :)合謬 I :均芸 祉習岳竺／塁エス靡：
RT: 引張りの仄り過宜における回復エネルキー／引脹り 1山市最

5 n むすひ｀

撚り掛け生糸およひ繊物用撚糸の作製法はほぽ完J’したのて、今後は安定した試料

を作ることかてきるようになった（）糸およひ撚糸の光の反射特性から、生糸への撚り

掛けの効果かあることかわかっ↑こ織物への効果につし＼ては今後検討する予定である。
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